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栃木県における畑土壌改良について　第1報

塩基補給・燐酸多用による火山性畑土壌の改良

古野昭一郎　・　茂木惣治

1　緒　　　言
　栃木県の畑約68，000haのうち，およそその60％を占

める40，000haの火山性畑土壌は作物生産上いろいろの

問題点を含んでいる。その化学的性質に限って概観し

てみると，塩基成分含量（とくに石灰および苦土）が

少なく，土壌反応が低く，石灰飽和度が低位で，有効

態燐酸が少ない。加えるに活性アルミニウムの溶出量

が多く，置換酸度Y1が大きい。このような性質が重な

って化学的性質の不良をきたし，作物生産を低位なら

しめている。これらの化学性改良のために塩基成分を

補給し，有効態燐酸の富化を目的に燐酸を多用して，

これが火山性畑土壌の化学性および作物生産におよぼ

す影響を検討するために1959年から1965年にわたり，

低位生産地調査現地改良試験および地力保全調査対策

効果確認試験として実施し，検討を行なったのでその

結果を報告する。

　なお，試験を遂行するにあたり終始し御助言をうけ

た河野利雄氏（現在，栃木農試佐野分場長）御力下さ

った栃木県農産園芸課技師三浦董，前田亨両氏に深く

謝意を表する。

にどのような影響をおよぼすかを検討したものであ

る。

O供試材料　大麦（栃木関取1号）

O処理および方法

処理区 処　理　 方　法

Ⅱ　試験方法

無処理区

炭カル区

過石区

熔燐区

P．L．S．50鰯を目標に炭カル（cao含量5ろ

％）a当り92kgを表層15cmに全面混和

過石（P205含量19％）をa当り50kgを表層

15cmに全面混和P205は活性Al203の25％

当量に相当

熔燐（P205含量19％）をa当り50kgを表

第1試験

　○試験場所　塩谷郡高根沢町

　O試験年次　1959年冬作

　この試験は火山性畑土壌の化学性改良の手がかりと

して始められたものであり，塩基成分の補給と燐酸多

用を別々に行ないそれが土壌の化学的性質と作物生産

層15cmに全面混和，P2O5は活性Al2O3の

25％当量に相当

　O栽培概要
　供試面積O．12a　2連制，播種1Q月25日O．71／a畦

巾70cm×条播，収穫6月5日，　要素量kg／a　NO．8

P2050．8K200．8（硫安，過石，塩加）堆肥75（各々溝

施用）

　O土地条件
標高一140m，地形一台地の平坦面，地質母材等一

洪積（火山性），開畑一50年前，排水一やや良好。

　O　土壌の化学的性質

1

有効態 N/2酢酸

5.0　4.5　 4.6　10.2 0.54　18.8　44.1　2820 140.2 22.2　　　11.3　2.9　 211.3

第2試験

○試験場所　那須郡黒磯町

O試験年次　1965年夏作

この試験は第1試験で得られた結果をもとにして，

炭カルでPH（H20）6．2に矯正し，そのうえに燐酸（熔

燐）を多用した効果を検討しようとしたものである。

O　供試材料　青刈とうもろこし
（ホワイトデントコーン）

項　目

層

PH

H2O　　Kcl
Y1　　　C％　 N％　　C/N　 C.E.C

燐　酸

吸　収

係　数

置 換 性  塩 基

CaO　mg MgOmg K2Omg

P.L.S P2O5kg 可　溶

Truog　Al2O3
mg



o

じ

亭

q

～

76

　　　○　処理および方法

処理区　　　処理方法炭　カ　ル　区　　表層22cmをPH（H20）6．2矯正目標に炭カル（CaO含量58％）をa当り557kg施用，半量は

　　　　　　　　　耕起前，半量はハローイング前全面施用

炭カル撒区炭カルは1に同じくか包用・熔燐は深さ22cm中の斗酢酸可溶Al2・3量の5・蛸量としてa

　　　　　　　　　当り124。7kgを施用，施用方法は炭カルと同様

　　O　土地条件

　標高一410m，地形一那須扇状地域の波状地，地質

母材等一洪積（火山性），開畑一5年前，排水一良好

　　O　栽培概要

　供試面積O，88a2連制，播種5月18日1．21／a畦

巾65cm×株間50cm，収穫8月14日，要素量k9／a　N，

P205，K20各々O．7（開拓化成555号施用）

O　土壌の化学的性質

號1藩「iill燕1己網型

　PH
H20　KCl
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　　　処　　　理　　　方　　　法処理区

深さ20cmまでをP　H（KCl）6。0に矯正す

ることを目標に苦土炭カル（CaO60％Mg

20彩含量）を深さ20cmまで混和

苦土炭カルは標準区と同方法で施用

熔燐a当り57．5kgを深さ20cmまで混和

苦土炭カルは標準区と同方法で施用熔燐

a当り75kgを深さ20cmまで混和

苦土炭カルは標準区と同方法で施用

熔燐a当り187．5㎏を深さ20㎝まで混和

苦土炭カルは標準区と同方法で施用

熔燐…a当り575㎏を深さ20cmまで混和

標準区

熔燐A区

熔燐B区

熔燐C区

熔燐D区

　第　5　試験

　　O　試験場所　芳賀郡芳賀町

　　O　試験年次　1962年冬作～1963年夏作

　本試験は第2試験のごとく第1試験の結果をもとに

塩基成分（石灰および苦土）を補給して土壌反応を矯

正し，さらに燐酸富化を目的に燐酸を多量施用する場

合の基準を求めようとしたものである。

　　O供試材料　二条大麦（栃木ゴールデンメロン）

　　　　　　　青刈とうもろこし（ホワイトデント

　　　　　　　コーン）

　　O　供試面積　0．15a2連制

　　○　処理および方法

○栽培概要

考備

　　　kg／ a

堆　　肥

要素量kg／a

N「P205K20

T

収穫畦巾×株間種播物作
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0．68
　　

O．70
　　臼

0．56

0，70

0．565

0．75

6月15日

8月5日

65cm×条播

65cm×20cm

10月　25日

0．9　6／a

6月　19日
1．2　6／a

二条大麦

青刈とうもろこし

風積（火山性），開畑60年前，排水一良好　O　土　地　条　件

標高120m，地形一一台地の平坦面，地質母材等
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○土壌の化学的性質

馬
＼
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皿

PH
H20

5．2

5．6

5．Q

KCl

4．4

4．7

ゴゴ

「『一 「
　　l
YI　IC彩
　　l　l

　『1．618．66
　1
0．5r6．50

20

N彩　C／N

　　！0．77　 　11．0

0．72　9．0

　　 　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　1置換性塩基l　l
CEC 　　　 　丁 … P．L．S

l　mg　mgi　mgllCaO　IMgO　IK20　1

　　1　　「28．9　 250。1 20．2
51．814！1．612。．2

　　ヨ

21．0　　ろ29．31　6．5

　　　　1「

54．4

4．8

5．5

51．0

46。0

56．0

酸
収
数

燐
吸
係
2081

2788

2597

有効態NP，。、1穿酢酸
（T，u．g）IA藤

第4　試験
　O試験場所　栃農試本場

　O試験年次　19δ2年冬作

　この試験は火山性畑土壌の饗土性を改良し，有効態

燐酸富化を目的に，過石および燐酸を多用する場合の

指標を一亙酢酸可溶アルミニウムニ三化物量に求
　　　2
め，過石および熔燐を段階量的に施用してその効果を

4．7　　208

検討したもグ）である。なお，この試験は磐土性の高い

芳賀土壌（第5試験と同じ）および桑絹土壌の作土を

供試して鉢試験で行なったものである。

　○供試材料　二条大麦（栃木ゴールデンメロン）

　○供試土壌
芳賀土壌（表層多腐植の壌質）

桑絹土壌（腐植を欠く壌質）

O処理および方法

処理区

無燐酸区

熔燐A区

熔燐B区

熔燐C区

熔燐D区

過石A区

過石B区

処理（熔燐．過石9／pot）

　　　　　芳賀土壌1桑絹土壌

　　9．1　　　　8．5
　　18．2　　　　　　16．6

　　45．5　　　　　　　41．5

　　91．0　　　　　　85．0

　　21．0　　　　　　　19．1

　105．0　　　　　　　　95．5

備 考

熔燐

〃

〃

　

過石
〃

区
区
区
区
区
区

A
　
B
C
D
A
B

．週＿酢酸可溶Al203の10％当量の熔燐量
2
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

20％
5Q％

100彩
20％

100彩

〃

〃

　

当量の過石量
〃

・　各pot乾土で8．1kg充‡眞（下層には小石を充填）
　各資材はPot表層乾土6kgに混入した量
　過石はP205含量16．5彩溶燐はP205含量19％のものを使用
　施用要素量は1pot当り璽，k20各19（硫安塩加）を使用

　O栽培概要
播種一10月20日，1株5粒5株播，間引一11月2日

1株2本立，薬剤撒布一11月2日（マラソン乳剤1000

倍液），踏圧一11月8日（手指で株元を強く押し付け

る），収穫一6月4日～6月20日，登熟期に達した鉢

から収穫した。

○土壌の化学的性質

し

＼マ項 予H 一
土垂唄面唇♂

芳賀

桑絹

5．2

4．8

4。4

4．4

1．6

5．6

C彩

8．66

N彩

0。77

置換性塩基
C／NCE，G一一m　r

11

　　9iCaO　lMgo
28．9

16．5

mg 　mg
　K20

250．1

48．4

20．2

10．4

54．4

26．1

　　1燐酸
　　　
P．L．S1吸収

51．0

10．6

係数

㌍縫斗酢酸

　　mg 可溶1（Truog）l　A1203mg

2081

258Q

4．7

1．1

208

189

皿　試験経過の概要

第1試験

無処理区は初期より葉色淡く，生長も異常で酸性障

害の症状で経過した。炭カル区は初期より葉色濃く黄

化葉も発現せず，茎葉の伸長も旺盛で出穂も早ま？

た。

過石区は無処理区に似た生育状況でやや遅穂が少なく

穂長が伸長した。熔燐区は初期より茎葉が伸長し，炭

カル区とほぼ同程度の生育を示したが後期では幾分劣

り桿長はやや低く遅穂が多かった守
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第2試験

　播種後1週問でほぼ均一に発芽し，1ケ月後では標

準区に比べて熔憐区の生育は葉色濃く，葉巾が広かっ

た。これら生育にみられる状況は，収穫期の8月にな

っても明らかで，旺盛な茎葉の伸長がみられた。

第ろ試験

〔二条大麦〕12月0）生育状況は黄色で熔燐D区が，や

や濃緑色を示したがその他には差が認められなかっ

た。2～5月には乾燥と寒害のために各区に葉先枯死

がみられたが，茎立ちとともに生育は進み，熔燐各区

は茎葉が伸長し，やや過繁茂傾向であった。5月中旬

以降の気象条件から倒伏を予想し，5月20日に各区と

も支柱をたて麦桿を支えた。しかし6月5，4日にか

けての降雨をともなった強風により，各区とも倒伏し

た。尚この試験地の附近は大麦の生育が悪くきわめて

生育不良で低収の地域である。

〔青刈とうもろ二し〕標準区に比し，熔燐各区の生育

は初期より良好で，葉巾が広く，葉の伸長は優った。

温4試験

　芳賀土壌一無燐酸区は初期から生育が遅れ，葉色が

淡く経過し，5月の寒害と乾燥で枯死した。11月に入

ると熔燐A，B区および過石A区の生育は熔燐C，D

区過石B区に比して草丈，茎数ともに劣る傾向を示

し，葉色もやや淡緑色を示した。

　桑絹土壌一生育全般の傾向は芳賀土壌の各区と同傾

向を示したが，処理区間の差はなお一層開いた。

VI試験結果
　1．作物の生育・収量

第1試験

　大麦の生育を第1表に示した。これによると無処理

区に比べた各区は初期生育が良好であったが，5月に

入り過石区は無処理区よりも草丈が劣る傾向を示し

た。遅穂は無処理区が特に多く，過石区もこれに次い

で多かった。これは弱小の分けつがあり，生育不良の状

態を示すものとみてよい。有効茎歩合は炭カル区およ

び熔燐区が優った。

　第2表で収量をみると稗重および子実重ともに，炭

カル区，熔燐区が優り．特に熔燐区の子実重は無処理

区比で約10倍の好成績を示した。

o

6

第1表大麦生育（50㎝間）

処　　理　　区

区
区
区
区

理
ル
　
　
石
燐

処
力
無
炭
過
熔

12月15日　5月10日 5　月　28　日

　　　「草丈cm

11．6
　　
15・61

12．0

14．0

茎数杢臆亜茎酬桿岬 穂劇穂痂遅誠
100　　　14．5　1

125　　　20．7
　　　　　　ト　　　　　　　　

116112．71

158120・gl

2251

5021

256

520ト
　｝

56．715．1 　541
　　ト79．51　5．71　118
　　　　　1
56．21　5．4i　55
　　ヒ　　　　　　ヨ

68・8i5・81155

O
D
O
6
＝
U

4
　

2
1

有効茎歩合

　　　彩
24．2

59．0

25．2

42．9

第2表　大麦収量

董
精
手
子
重
a

　
　
ろ

精
実
㎏
一

重
数
　
　
％
．

桿
指

ざしー隔　
創
　
k
　
重
　
桿
　
区
　
理
　
処

無処理区1
炭カル区

過石区
熔燐区

12，0　1　100　1　　5．5

　　　　1　　146・ol58列28・61

12・0 100 4・21

52・・i45司54・81

100

411

120

998

千粒重

（9）

27．9

50．8

28．8

51．2

第2試験

　第5表に青刈とうもろこしの生育・収量を示した。

初期生育で生育むらがみられ，個体差が大きかった

が，その傾向も後期になると標準区よりも縮少し，均

一な生育がみられた葉数・茎の太さにおいても熔燐区

が優り，収竈比で25鰯増であった。 o

第5表　青刈とうもろこし生育・収量
～

処理区

標準区

熔燐区

　　　　　1　　　　　　　1
6月27日17月15日　8月17日i 20個体生重　kg
草丈・m麟軟、巽輩丈・ml課響

69．9土9．5

78．6士16．9

1
7．1162≡1912．5i559土522．5112！

7．91184±19　2．4　i555土46　2．9　　15！
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　

21．8

25．0

2

18．8

22．2

5

16．4

24．2

平均

19．O

2i5．8

生収量

kg／a

456．0

571．2

量収

数ヒ
日才

100彩
125

第5試験

　二条大麦の生育を第4表に示した。草丈，茎数とも

に初期生育から資材熔憐が多くなるほど良好な成績を

示し，穂数も多く確保出来た，成熟期はやや遅れる傾
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　青刈とうもろこしの生育・収量を第6表に示した。

熔燐D区は初期生育より，草丈，葉数ともに好成績を

示したが，熔燐A区からD区までの段階的な増加傾向

は二条大麦の麦桿重と同じように一度頭打ちがあって

更に熔燐D区で収量が上ると云う傾向であった。

向を示し，熔燐各区は過繁茂の状態でこれが結局遅穂

を多くしたものと思われるも収量について第5表でみ

ると子実重は熔燐 縫増加につれて好成績を示し，熔燐…

D区は標準比で42％増であったが麦桿収量については

この傾向は認められなかった。

第4表二条大麦生育（50cm間）

第4試験

　芳賀土壌一二条

大麦の生育を第7

表に示した。初期

生育で熔燐各区，

過石各区で施用燐

酸量の段階に応じ

生育差が認められ

た。また葉色では

無燐酸区，熔燐A

区が淡緑色を呈し

て経過した。11月

中の熔燐区と過石

区の比較では過石

各区が同量燐酸量

の熔憐区に優り，

特に過石B区は濃

緑色を示した。12

月に入って熔燐
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壌よりやや上まわったことおよび収量指数で過石Bが
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第7表芳賀土壌二条大麦生育
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第1試験

　表層深さ15cmに

全面混入した炭カ

ル，過石および熔

燐が土壌の化学性

に如何なる影響を

与えるかを調査し

た結果が第11表で

ある。炭カノレ区，熔
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れ，過石区，熔燐

区でおのおの有効

態燐酸が増加して

いる9

屑粒重

9／pot
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第10表　桑絹土壌二条大麦収量
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第11表　資材混入15日後の土壌化学性
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効態燐酸の増加，活性アルミの減少と云う傾向が認め

られる。

第5試験

　苦土炭カルおよび熔燐表層深さ20㎝まで全面混入

ケ月後の化学性を第12表に示した。第1試験と同様
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た。その結果を第15表と第14表に示した。熔燐混和に

よる土壌反応の矯正，置換性石灰，苦土含量の増加，

活性アルミ溶出量の減少，有効態燐酸含量の増加と云

う一連の現象が認められた。しかし，置換性加里につ

いては一定の傾向を認めることは出来なかった。

第4試験

　芳賀，桑絹両土壌を用いて，熔燐を活性アルミニ三

酸化物当量の10％，20％，50％，100％の段階で混和

した場合の土壌化学性におよぼす影響を調べるため

に，供試原土に熔燐を加え，土壌水分含量を40％にな

るように純水を加え，2ケ月後風乾して分析に供し

第15表　熔燐混和による化学性（芳賀土壌）
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3，作物の無機成分吸収

第1試験

大麦無機成分含有率を第15表に，吸収量を第16表に

示した。5月中の茎葉の窒素含有率は無処理区に比し

処理各区は高いが，収穫後はこの傾向が認められなが

った。ここで特徴的なことは過石区において程中の苦

土含有率が極端に低いことである。この傾向は第4試

験でも認められた。またa当り吸収量では炭カル区と

熔憐区が他区に比して5要素ともに多かった。

第15表　大麦無機成分含有率（乾物中％）
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第16表大麦無機成分吸収（g／a）
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第5試験

二条大麦の桿中の窒素，燐酸，穂中の窒素，燐酸，

加里含有率は標準区に比し，熔燐各区がやや高い傾向

を示した。なお，分析結果は省略した。

第4試験

二条大麦無機成分含有率を第17表，第18表に示し

た。この試験での5要素含有率はやや高い傾向が伺わ

れたが，特徴的なのは第1試験と同様桿中の苦土含有

率で過石A，B区ともに熔燐各区に比べて低率であり

上位葉に苦土欠乏症が現出した。

第17表　二条大麦無機成分含有率（風乾物中彩）（芳賀土壌）
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熔燐B区

熔燐C区
熔燐D区

過石A区
過石B区

桿

水州Nl
8．64　　　　1．46

9。51　　　0．76i

8・95い・74

9・5611・06・
8．88 　1．11

P205　1　K20

O．14 　　2．52
　サO．0511，95

0・0611・92

0．091　　2．62
　1
　0．12 　　2．25
　

CaO

0．64

0．42

0．58

0．55

0．76

iMg・
・・551

0．251

0．521

0．121

0．15

穂

水分

12．01

15．02

15。01

12．25

14．02

lNl叫K・・ICa・IMg・

5．00　　1．01　　0．85

2。85r。．6810．68

　 　1
2。7710。770。70
－10．45・1．05
　
2．84　0．95　　0．82
　卜

　
0。111　0．56
　fO．06　　　0，41
。．。51。．35

0．08　　　　0．58

0．07　　　　0．45

q

第18表　二条大麦無機成分含有率（風乾物中％）（桑絹土壌）
，
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V考 察

　L　塩基補給による化学性改良と作物生産の増大

塩基含量が少なく，土壌反応の低い火山性畑土壌改

良のため，炭カル又は苦土炭カルを作土に混和すると

PHは上昇し，　置換性石灰（苦土炭カル施用の場合は

置換性苦土も）が増加し，活性アルミ溶出量が減少す

る。（第11，12表）

　その結果作物生産も増大する。　（第2表）

　出井（1），（2），（3）は裸麦の酸性障害の主原因は土壌反

応が低いことよりも可給態塩基の欠乏であると述べ，

苦土の存在でPH低下による害作用が著しく軽減した

ことおよびPH低下は作物体による苦土吸収阻害が直

接的原因であることをほのめかしている。筆者等は炭

カルおよび苦土炭カル施用を個別に行なったので両者

の比較は出来なかったが，塩基補給は低PHの火山性

畑には当然考慮を払わなければならない手段と考え

る。

　石灰飽和度と作物生産の関係については，塩基補給

により塩基欠乏が解消出来ると同時に石灰飽和度も上

昇するので作物生産も増大する。また塩基の補給によ

る活性アルミ溶出量の減少に関連して野本（8）は水溶性

アルミがPH4．5から5．0の範囲で最も多く溶出し，反

応の上昇により減少することを報告している。

　作物生産に対する活性アルミの害作用の型を出井（1）

（2），（3）は（1），根に対する直接的害作用，（2），土壌中ま

たは作物体内で燐酸の不溶化作用，（3），石灰，苦土の

吸収阻害作用の5型に分けている。筆者等の成績で塩

基補給により活性アルミ溶出量を減少させ，作物体の

石灰，苦土の吸収阻害を排除して作物体の塩基とくに

苦土含有率を増加させたことは（第15表）改良の第1

段階であると考える。このことは出井の述べるpH低

下にともなう苦土吸収阻害と現象的に一致する。

2．燐酸富化による化学性改良と作物生産の増大

　有効態燐酸富化を目的に過燐酸石灰および熔成燐肥

を作土に均一混和した場合，有効態燐酸は顕著に増加

している。この場合，過石混和区は土壌反応矯正力は

全くなく，置換酸度，活性7ノレミ溶出量も減少しな

い．（第11表）大麦収量は過石混和により，無処理に

比べてかなりの水準まで上昇した。　（第2，9，10

表）しかし，過石混和の場含，その土壌が苦土欠乏の

恐れのあるときには苦土欠乏症が顕著に表われ，あた

かも苦土欠乏を誘起したかの如き症状を呈する。
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o 第1図二条大麦桿中のMgO含有率（％）

　　　　　　（第4試験）
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苦土欠乏症発現はK／Mg（モル比）が8を越える場

合にみられると云われ，⑯　筆者等の成績で過石A，

B区が8を越えまたはその近くの数値をもっているこ

とおよびクロロシス発現からみて苦土欠乏と認める。

　熔燐混和の場合（第1，4試験）は置換酸度，活性

アルミの減少，石灰，苦上，有効態燐酸，置換容量の・

増加が認められる。（第15，14表）
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第2図　二条大麦桿中のK／Mg（モル比）

　　　　　　（第4試験）

　この傾向は資材燐酸量が多くなるにつれて顕著にな

り，収景も増大した。　（第2，9，10表）これは熔燐

混和による有効態燐酸の増加，苦土の補給，活性アル

ミ溶出量の減少に負うところが大きいと思われたがこ

れに関連して江川等（4）は土壌中の有効態憐酸含量と燐

酸吸収係数の関係から畑土壌を4型に分類し，その中

で有効態燐酸が欠乏し，燐酸吸収係数の大きい土壌は
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燐酸添加の効果が作物生産に最も顕著に表われると述

べている。筆者等の供試した土壌はいづれも有効態燐

酸が欠乏し，燐酸吸収係数の大きい土壌であるため

に，江川等の成績と一致する。しかし，この場合燐酸富

化のみでは効果が発現しにくく，苦土欠乏土壌では燐

酸富化の効果が苦土の補給で顕著に表われるので火山

性畑土壌への燐酸富化は熔燐のごとく苦土を含む資材

を混和してやることが望ましいと考える。

　また燐酸増施による塩基置換容量の増加と云う点に

ついては長谷川等（5）が燐酸多用（過石）で塩基置換容

量増加を認めている。

　5．塩基補給，燐酸富化による化学性改良と作物生

産の増大

　苦土炭カルと熔燐混和により，置換性苦土，石灰お

よび有効態燐酸が増加し，置換酸度，活性アルミ溶出

量の減少と云う傾向は前者1および2と全く同様でそ

の傾向はより顕著に表われる。（第12表，第5図）

　　　一ALO5
盆80　←『甲一・・砂薯巳05
馨

暴恥　　　　　　　　’　　　　　　　　’　　　　　　　’　　　　　　　’　　　　　　　ジ　　　　　　’　　　　　　’　　　　　ぴロ　　　　　　　　　　　　　ノ

濫60　　　！
愉』　　　　！
ボ　　　　　　バ

ゑ5。
の

碕40
浸

　50，

　　　o一一一鴫P．し5・　qo

一一一一一・………4
20

プ
婁
噸
蓉
『
餐
妃

5
　
　
　
　
　
　
　
0

5

　　　158部　50　　　　騎　亀oo　　　　　　I50　監6・

　　　翌轍鴨A之・05に耐“05c雌燐）9塾私％）

第5図苦土炭カルおよび熔燐混和による化学性変化

　従って塩基の補給と燐酸富化は各々単独ではなく両

資材を併用することが火山性土壌の改良上の正しい操

作と考える。そして塩基補給の目標を土壌反応でPH

（H20）6．2から6．5の問に，燐…酸は活性アルミの50勿

当量（燐酸吸収係数の5～8彩にあたる）を混和して

やるのが妥当な量と考えた。

　土壌改良と作物生産の関係を第4図に示した。

VI摘 要

　火山性畑土壌の化学性改良を目的に塩基補給（石灰，

苦土），燐酸富化および両者を併用して大麦，二条大

麦，青刈とうもろこしを供試して試験を行なった結果

を要約すると次のとおりである。

　（1）強酸性の火山性畑土壌は塩基の補給により改良

が進み，置換性石灰，苦土が多くなり，活陸アルミ溶

出量が減少する結果，大麦および二条大麦の作付は可

能となるが，さらに燐酸多量併用により，有効態燐酸

が増加し尚一層の生産増となる・

汚6

4
　

ゆ
　

律

誓
鵜
ゆ
算

”0

二条大短黎董

ノト㌦．

　『犠・　　　　　　　養刈ヒ）もろψ　一ρ9のρ　’峨

　　　　　　　　祠’も条k荻緯重

藩燐亜肱→斑　麓・
　l　oo

　loo

ノ撚5’

90

εo

　70
象

ζε0
3
マ

饗50
す

餐

oψ
謝

　30

20

l　o

’

ノ’”甲一私的

A』Oo

カ5乙0

20

慮

幡

ぎ
㌍
♀
ε
》

瞳
　
　
に
　
　
P
　
　
8

6

4

A

第4図　火山性土壌改良と作物生産

　（2）化学性改良資材として熔燐多量単用は置換性苦

土，有効態燐酸は明らかに増加するが，石灰欠乏土壌

では活性アルミ当量の50％以下の量では不十分であ

り，作物生産は十分に確保されず，塩基併用の必要を

認めた。

　（3）塩基欠乏土壌に対して改良材として過石単用は

作物体の苦土含有率を低下せしめ，苦土欠乏症を誘起

するおそれがある。

　（4）以上により，塩基（石灰，苦土）の補給と燐酸

富化を目的とした改良が望ましい方法であり，この場

合塩基補給の基準は土壌反応pH　（水浸）で6。2から

6．5矯正を目標にさらに熔燐を活性アルミ当量の50％

量（燐酸吸収係数の5～8％）を混和しておることが

適当と考えた。
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栃木県における畑ニヒ壌改良について　第1報

塩基補給・燐酸多用による火山性畑土壌の改良

古野昭一郎　・　茂木惣治

1　緒

口

　栃木県の畑約68，000勉のうち，およそその60彩を占

める40，000ゐ4の火山性畑土壌は作物生産上いろいろの

問題点を含んでいる。その化学的性質に限って概観し

てみると，塩基成分含量（とくに石灰および苦土）が

少なく，土壌反応が低く，石灰飽和度が低位で，有効

態燐酸が少ない。加えるに活性アルミニウムの溶出量

が多く，置換酸度Y・が大きい。このような性質が重な

って化学的性質の不良をきたし，作物生産を低位なら

しめている。これらの化学性改良のために塩基成分を

補給し，有効態燐酸の富化を目的に燐酸を多用して，

これが火山性畑土壌の化学性および作物生産におよぼ

す影響を検討するために1959年から1965年にわたり，

低位生産地調査現地改良試験および地力保全調査対策

効果確認試験として実施し，検討を行なったのでその

結果を報告する。

　なお，試験を遂行するにあたり終始し御助言をうけ

た河野利雄氏（現在，栃木農試佐野分場長）御力下さ

った栃木県農産園芸課技師三浦董，前田亨両氏に深く

謝意を表する。

にどのような影響をおよぼすかを検討したものであ

るQ

O供試材料　大麦（栃木関取1号）

O処理および方法

処理区1

処　　理

方　法

π　試験方法

無処理区1

炭カル区

過石区

熔燐区

P．L．S．50鰯を目標に炭カル（cao含量5ろ

％）a当り92kgを表層15cmに全面混和

過石（P205含量19％）をa当り50kgを表層

15cmに全面混和P205は活性Al203の25％

当量に相当

熔燐（P205含量19％）をa当り50kgを表

第1試験

　○試験場所　塩谷郡高根沢町

　O試験年次　1959年冬作

　この試験は火山性畑土壌の化学性改良の手がかりと

して始められたものであり，塩基成分の補給と燐酸多

用を別々に行ないそれが土壌の化学的性質と作物生産

1層15cmに全面混和・恥囎i生A12・3の

125％当量に相当

」

　O栽培概要

　供試面積O．12a　2連制，播種1Q月25日O．71／a畦

巾70cm×条播，収穫6月5日，　要素量kg／a　NO．8

P2000．8K200．8（硫安，過石，塩加）堆肥75（各々溝

施用）

　O土地条件

標高一140m，地形一台地の平坦面，地質母材等一

洪積（火山性），開畑一50年前，排水一やや良好。

　O　土壌の化学的性質

1

府効態N／2酢酸

　　　211．5

第2試験

○試験場所　那須郡黒磯町

O試験年次　1965年夏作

この試験は第1試験で得られた結果をもとにして，

炭カルでPH（H20）6．2に矯正し，そのうえに燐酸（熔

燐）を多用した効果を検討しようとしたものである。

O　供試材料　青刈とうもろこし

（ホワイトデントコーン）
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